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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 6日 (2004.10.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ １ に 示 す 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ は 、 上 述 の よ う に 小 型 化 さ れ て い る た め 振 動 腕 部 １
２ ， １ ３ の 長 さ Ｌ が 例 え ば 、 １ ． ６ ４ ４ ｍ ｍ と 短 い た め 、 そ の 幅 も 例 え ば ０ ． １ ｍ ｍ と 極
め て 細 く な っ て い る 。 さ ら に 振 動 腕 部 １ ２ ， １ ３ の 厚 み Ｄ も 例 え ば ０ ． １ ｍ ｍ と 成 っ て い
る 。
　 と こ ろ で 、 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ の 腕 部 １ ２ ， １ ３ は 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 幅
Ｗ が 長 く 厚 み Ｄ が 短 け れ ば 、 図 に お い て 矢 印 Ｂ に 示 す よ う に 通 常 の 水 平 方 向 の 振 動 を 行 う
こ と に な る 。
　 し か し 、 上 述 に よ う に 幅 Ｗ が 短 く な る と 、 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 垂 直 方 向 の 成 分
（ 図 に お い て 矢 印 Ｃ の 方 向 ） を 含 む よ う に な り 、 図 １ ４ （ ｂ ） に お い て 矢 印 Ｅ で 示 す 方 向
に 振 動 腕 部 １ ２ ， １ ３ が 振 動 す る 。
　 こ れ は 、 図 １ ５ に 示 す 図 で も 明 ら か な よ う に 垂 直 振 動 成 分 変 位 量 （ ｎ ｍ ） は 、 振 動 腕 部
１ ２ ， １ ３ の 幅 Ｗ ／ 厚 み Ｄ が １ ． ２ よ り 小 さ く な る と 急 激 に 変 位 量 も 大 き く な る の が 分 か
る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し た が っ て 、 こ の 音 叉 腕 １ ２ １ ， １ ２ ２ に 対 す る 基 部 １ １ ０ の 長 さ は 、 約 ３ ４ ％ と な っ
て い る 。 こ れ に 対 し て 従 来 の 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 基 部 １ １ の 長
さ （ Ｌ １ ） が ０ ． ７ ｍ ｍ で 腕 部 １ ２ ， １ ３ の 長 さ （ Ｌ ） が １ ． ６ ４ ４ ｍ ｍ に 形 成 さ れ 、 基
部 １ １ の 長 さ は 腕 部 １ ２ ， １ ３ の 長 さ に 対 し て 約 ４ ２ ． ６ ％ と な り 、 ４ ０ ％ を 超 え て い る
。
　 こ の よ う に 基 部 １ １ の 長 さ を 腕 部 １ ２ ， １ ３ の 長 さ に 対 し て ４ ０ ％ 以 上 の 長 さ に な る よ
う に す る こ と で 、 上 述 の よ う に 腕 部 １ ２ ， １ ３ の 垂 直 成 分 の 振 動 に よ り 振 動 漏 れ が 生 じ 、



振 動 片 、 素 子 間 の Ｃ Ｉ 値 バ ラ ツ キ が 大 き く な る の を 防 い で い た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の 関 係 か ら 、 基 部 １ １ ０ に 形 成 さ れ る 切 り 込 み 部 １ ２ ６ の 位 置 は 、 必 ず 音 叉 腕 １ ２
１ ， １ ２ ２ の 溝 部 １ ２ ３ ， １ ２ ４ の 下 端 部 よ り 下 方 に 配 置 さ れ る こ と に な る 。
　 し た が っ て 、 こ の 切 り 込 み 部 １ ２ ６ の 存 在 が 、 音 叉 腕 部 １ ２ １ 、 １ ２ ２ の 振 動
を 阻 害 等 す る こ と が な い 。
　 ま た 、 図 ６ で 斜 線 で 示 す 部 分 は 、 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ ０ を パ ッ ケ ー ジ に お い て 固 定 す
る 際 に 実 際 に 固 定 さ れ る 固 定 領 域 １ １ １ で あ る 。 こ の 固 定 領 域 １ １ １ の 上 端 部 と 、 基 部 １
１ ０ の 底 面 と の 長 さ を 示 し た の が Ａ ４ で あ る 。
　 そ し て 、 こ の 固 定 領 域 １ １ １ と 切 り 込 み 部 １ ２ ６ と の 位 置 関 係 は 、 Ａ ２ の 長 さ が 、 必 ず
Ａ ４ の 長 さ よ り 長 く な る 。
　 し た が っ て 、 切 り 込 み 部 １ ２ ６ の 上 端 部 は 、 必 ず 固 定 領 域 １ １ １ よ り 図 ６ の 上 方 に 配 置
さ れ る の で 、 切 り 込 み 部 １ ２ ６ が 固 定 領 域 １ １ １ に 影 響 を 及 ぼ す こ と が な く 、 音 叉 型 水 晶
振 動 片 １ ０ ０ の パ ッ ケ ー ジ に 対 す る 固 定 状 態 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が な い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う に 振 動 片 、 素 子 間 の Ｃ Ｉ 値 バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 従 来 の
音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ の よ う に 基 部 １ １ の 長 さ を 腕 部 １ ２ ， １ ３ の 長 さ の ４ ０ ％ 以 上 に す
る 必 要 が な い 。
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ ０ の 基 部 １ １ ０ の 長 さ は
、 音 叉 腕 １ ２ １ ， １ ２ ２ の 長 さ に 対 し て 上 述 の よ う に ３ ４ ％ に な る よ う に 形 成 さ れ て い て
も 、 音 叉 腕 １ ２ １ ， １ ２ ２ の 垂 直 成 分 の 振 動 に よ る 振 動 漏 れ が 生 じ 難 く 、 振 動 片 、 素 子 間
の Ｃ Ｉ 値 バ ラ ツ キ を 小 さ く す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 基 部 １ １ ０ の 長 さ を 短 く す る こ
と が で き 、 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ ０ の 大 き さ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 基 部 １ １ ０ の 長 さ が 図 ４ に 示 す よ う に ０ ． ５ ６ ｍ ｍ と す る こ と が で
き 、 従 来 の 音 叉 型 水 晶 振 動 片 １ ０ の 図 １ １ に 示 す 基 部 １ １ の 長 さ （ Ｌ １ ） で あ る ０ ． ７ ｍ
ｍ よ り 著 し く 小 さ く す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 先 ず 、 図 １ ９ （ ａ ） は 、 上 記 エ ッ チ ン グ に よ り 外 形 が 形 成 さ れ た 状 態 の 音 叉 型 水 晶 振 動
片 の 音 叉 腕 １ ２ ０ の 図 １ ６ の Ｂ － Ｂ ’ 線 概 略 断 面 図 で あ る 。
　 図 １ ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 音 叉 腕 １ ２ ０ の 表 面 １ ２ ０ ｅ 及 び 裏 面 １ ２ ０ ｆ に は 、 溝 部
１ ２ ０ ａ 、 １ ２ ０ ａ が 形 成 さ れ る （ 溝 部 形 成 工 程 ） 。
　 こ の よ う な 音 叉 腕 １ ２ ０ 等 を 含 む 振 動 片 全 体 に ス パ ッ タ 等 に よ り 金 属 膜 で あ る 電 極 膜 １
５ ０ を 形 成 す る （ 金 属 膜 形 成 工 程 、 図 １ ８ の Ｓ Ｔ １ ） 。
　 こ の 状 態 を 示 し た の が 図 １ ９ （ ｂ ） で あ る 。 図 １ ９ に 示 す 電 極 膜 １ ５ ０ は 、 下 層 が Ｃ ｒ
で 厚 み が 例 え ば １ ０ ０ Å 乃 至 １ ０ ０ ０ Å で 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 上 層 が Ａ ｕ で 厚 み が 例 え
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ば ５ ０ ０ Å 乃 至 １ ０ ０ ０ Å で 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ ７ 】
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